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 事業概要 

高性能マイクロ波放射計 3(AMSR3 (※1))は, 現在開発中の温室効果ガス・水循環観測技術衛星

(GOSAT-GW※2)に搭載され, 地表や海面, 大気などから自然に放射されるマイクロ波を観測する事

を目的としたセンサである.   

AMSR3 は, 「しずく」に搭載された AMSR2 に比べて観測可能な波長帯が増強され, 降雪や陸上で

の水蒸気の観測が可能となる.  

現在, AMSR3 で観測されたデータからプロダクトを作成するための処理システム(AMSR3 ミッショ

ン運用系システム)を開発中であり, 本事業は, AMSR3 ミッション運用系システムを JSS3 上に構築し, 

観測開始後に改良されたアルゴリズムを用いてプロダクトの再作成処理を実施し, 作成されたプロダ

クトを短期間で利用ユーザに提供できるようにする事を目的とする.  

※1 :Advanced Microwave Scanning Radiometer 3: 

※2 :Global Observing SATellite for Greenhouse gases and Water cycle 

 
 

参考 URL: https://www.satnavi.jaxa.jp/ja/project/gosat-gw/index.html 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

大規模かつ高性能の処理環境をもつ JSS3 を短期集中的に利用して, 過去に観測された膨大な

AMSR3 データの再作成処理を実施する事で, 再作成されたプロダクトをユーザへより短期間で, 提供

可能とする. 

 

 

  

AMSR3 ミッション運用系システムの開発及び維持管理 
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 今年度の成果 

AMSR3 ミッション運用系システムは現在, 開発中である.  

2023 年度においては, 2022 年度に構築した環境を用いて, 機能及びデータ IF に関する各種確認試験

を実施した. 

 

 成果の公表 

なし 

 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

  

プロセス並列手法 非該当 

スレッド並列手法 OpenMP 

プロセス並列数 1 

１ケースあたりの経過時間 48 時間 
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⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.00 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 0.00 0.00 

TOKI-ST 23,675.66 0.03 

TOKI-GP 7.55 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 34.00 0.00 

TOKI-TST 0.00 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 490.00 0.41 

/data 及び/data2 9,900.00 0.06 

/ssd 5,020.00 0.47 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 0.01 0.00 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

 

⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 0.00 0.00 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


